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アイデアを活かして総額1億円!
企業提案型緊急雇用事業を募集します

あ
な
た
の
会
社
も
区
の
公
共
的
事
業
を
提
案
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

新
規
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
、公
共
的
な
事
業
を
皆
さ

ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。選
考
で
決
定
し
た
事
業
は
、
提
案

し
た
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。総
額
は
、
1
億
円
で
す
。

求
職
中
の
方
や
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
、
区
で
は

「
企
業
提
案
型

雇
用
・
中
小
企
業

支
援
特
別
対
策
事
業
(
予
算
総
額
1

億
円
)
」
を
行
い
ま
す
。

企
画
の
先
見
性
や
事
業
の
効
果
な

ど
を
審
査
し
、
決
定
し
た
事
業
は
、

提
案
し
た
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
規
雇
用
を
生
み
出

し
、産
業
界
と
の
協
働
を
図
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
「
一
般
事
業
分
」

と
、
区
内
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を

支
援
す
る
た
め
に
、
要
件
が
緩
和
さ

れ
た
「
中
小
企
業
特
別
委
託
分
」
が

あ
り
ま
す
(
図
1
)
。
ど
ち
ら
の
要
件

で
も
提
案
で
き
ま
す
。

応
募
対
象
者

提
案
し
た
事
業
が
的
確
に
実
施
で

き
る
企
業
、個
人
事
業
主
、
N
P
O

、

各
種
団
体
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、「
中

小
企
業
特
別
委
託
分
」に
つ
い
て
は
、

要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

▽
応
募
要
件

コ

般
事
業
分
」
「
中
小
企
業
特
別

委
託
分
」
の
2
種
類
の
要
件
が
あ
り

ま
す
(
図
1
)
。

応
募
方
法

応
募
用
紙
は
、
経
済
観
光
課
計
画

調
整
係
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
応
募
用
紙
は
、
計
画
調

整
係
窓
口
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
※
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
の
応
募

は
不
可主

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

応
募
期
間
=
4
月
1
8
日
～
5
月
2
3
日

質
問
受
付
期
間
=
4
月
2
1
日
～
3
0
日

質
問
回
答
期
間
=
5
月
1
日
～
9
日

選
考
=
6
月
中
旬

選
考
結
果
=
6
月
末
に
郵
送
で
通
知

契
約
手
続
き
・
事
業
の
実
施
=
7
月

以
降

・
事
業
者
説
明
会
の
開
催

日
時
=
4
月
1
8日
㈲
、
午
前
1
0時
～
1
1

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
1
3階
大

会
議
室

定
員
=
2
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

図1　 一般事業分・中小企業特別委託分個別要件判別
フローチャート

個別要件
①事業費に占める人件費割合が5 割を超えること②事業
に従事する全労働者数に占める新規雇用の失業者割合が
おおむね1/10以上③委託契約期間は6ヵ月未満④事業額
は実施予定期間の前年同期の生産指標の1/2を超えないこ
と⑤事業内容…ア) 環境の保全・改善などに役立つ事業
イ) 防災体制の整備に役立つ事業 ウ) 地域住民の福祉
や健康増進に役立つ事業 工) 地域の歴史、文化、伝統
工芸品に関する理解の促進などに役立つ事業

個別要件

次のいずれかの要件に該当するもの

ア) 事業費に占める人件費割合がおおむね8

割以上で、かつ仝労働者に占める新規雇用

失業者数の割合がおおむね3/4以 上

イ) 事業費に占める人件費割合がおおむね了

割以上で、かつ全労働者に占める新規雇用

失業者数の割合が85% 以 上

お
問
い
合
わ
せ
は
、

経
済
観
光
課

計
画
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2今号の主な内容

2
・
3
面
　
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

4
・
5
面
　
老
人
保
健
福
祉
計
画
/
第
2

期
介
護
保
険
福
祉
計
画

6
・
7
面
　
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物

ガ
イ
ド

8
面
　
　
　
庁
舎
各
階
の
ご
案
内
/
ス

ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

5
月
1
日
か
ら

始
め
ま
す

住
民
票
や

戸
籍
謄

・
抄
本
を

申
請
す
る
と
き
の

「
本
人
確
認
」

従
来
か
ら
、
虚
偽
の
届
出
を
防
止

す
る
た
め
、
転
入
・
転
居
・
転
出
な

ど
の
住
民
異
動
届
に
つ
い
て
は
本
人

確
認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

最
近
、
住
民
票
な
ど
に
つ
い
て
も
不

正
請
求
が
発
生
し
て
お
り
、
一
刻
も

早
く
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

「
な
り
す
ま
し
」
に
よ
る
不
正
な
請

求
を
防
止
し
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報

を
守
る
た
め
に
は
、
本
人
確
認
の
導

入
が
不
可
欠
で
す
。

5
月
か
ら
は
、
住
民
票
や
戸
籍
謄

抄
本
を
請
求
す
る
時
は
、
必
ず
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
※
住
民
異
動
届
に
は
、す
で

に
本
人
確
認
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
4

月
中
で
も
必
要
と
な
り
ま
す

代
理
人
の
確
認
も
強
化
し
ま
す
。

委
任
状
だ
け
で
な
く
、
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

代
理
人
が
住
民
異
動
届
の
手
続
き

を
さ
れ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
5
月

か
ら
は
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
の

交
付
を
受
け
る
時
、
印
鑑
登
録
の
手

続
き
を
す
る
時
に
も
、
本
人
か
ら
の

委
任
状
の
ほ
か
に
、
代
理
人
の
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険

証
な
ど
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
住
民
記
録
係
/
戸
籍
証
明
係

日
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
、
各
区
民
事
務
所

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ　
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
4 月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ㈹

凡
例

□ 申込 … 申し込み方法
□ 期 限 … 申し込み期限

□ 場・申・問先 … 場所・

申し込み先 ・問い合わせ先

□ 費 用の記載のないものは無料

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
病
気
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

予
防
接
種
は
大
切
で
す
。

予
防
接
種
法
で
は
接
種
の
対
象
年

齢
と
標
準
接
種
年
齢
を
決
め
て
い
ま

す
(
表
I
)
。
標
準
接
種
年
齢
の
方
に

は
住
民
登
録
を
し
て
い
れ
ば
、
区
か

ら
接
種
通
知
が
届
き
ま
す
。

な
お
、
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
の
で
、
海
外
転
勤
な
ど
に
よ
り

標
準
接
種
年
齢
よ
り
早
く
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
、
通
知
の
な
い
方
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
法
律
に
よ

る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
ま
す
と
、
無
料

で
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
は
…

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る

と
、お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
し
、

い
ろ
い
ろ
な
奇
形
の
ほ
か
、
障
害
の

あ
る
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
で
、
発
生
率
は
妊
娠
4
週
ま
で

の
感
染
の
場
合
に
5
0
%、
8
週
ま
で

で
3
5
%、
1
2週
ま
で
で
1
8
%で
あ
り
、
2
0

週
程
度
ま
で
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。主
な
症
状
は
聴
力
障
害
、

視
力
障
害
、
心
疾
患
な
ど
で
す
。

妊
娠
す
る
前
に
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
妊
娠
中
の
感
染

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
次
の
方
に
は
「
風
し
ん
の

予
防
接
種
票
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
～
昭
和
6
2
年

1
0月
1
日
生
ま
れ
の
女
性

※
男
性
の
方
は
窓
口
で
交
付
し
ま
す

風
し
ん
の
予
防
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
方
や
風
し
ん
に
自
然
感
染
し
て

い
な
い
方
は
、
接
種
期
限
の
9
月
3
0

日
ま
で
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
予
防
の

た
め
、
ぜ
ひ

、
こ
の
機
会
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。
問
先
=

母
子
保
健
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9

ク

ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

江
北
幼
児
教
室
募
集

親
子
遊
び
や
子
育
て
に
関
す
る
学

習
を
と
お
し
て
、
友
だ
ち
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
企
画
・
運
営
は
保
護

者
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
日
時
=
4

月
2
5
日
㈲
か
ら
月
I

回
(
6

ヵ

月
)
、
午
前
1
0時
3
0分
～
H
一
時
3
0分

対
象
=
1
3年
1
0月
～
1
4年
4
月
生
ま

れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
=
3
0

組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
2

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
・

問
先
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

1
周
年
記
念

風
の
子
ま
つ
り

日
時
=
4
月
2
0日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

内
容
=
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
る
催
し
…
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
・
布
絵
本
・
ゲ
ー
ム
・
手
作
り
・

演
劇
・
人
形
劇
・
バ
ザ
ー
・
お
も
ち

ゃ
の
病
院
・
子
育
て
相
談
な
ど
/
支

援
セ
ン
タ
ー
の
催
し
・
:親
子
で
遊
ぽ

ケ
す
く
す
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
(
事
前

申
し
込
み
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

定
員
=
親
子
3
0組
(
先
着
順
)

対
象
=
お
す
わ
り
が
で
き
る
乳
児

※
最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り

ま
す

場
・
問
・
申
先
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

修
学
資
金
貸
し
付
け

対
象
=
養
成
施
設
を
卒
業
後
、
区
内

で
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介

護
福
祉
士
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

に
従
事
希
望
の
方

内
容
=
修
学
資

金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。
卒

業
後
、
3
年
以
上
区
内
の
福
祉
施
設

な
ど
に
従
事
し
た
場
合
は
、
償
還
を

免
除
し
ま
す
。
限
度
額
=
年
3
6万

円

定
員
=
1
人

申
込
=
所
定
の

申
込
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※

所
定
の
用
紙
は
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
の

窓
口
で
4
月
H
日
か
ら
配
布

期
限
=
4

月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
高

齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
計
画

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

表1　 標準接種年齢および法律による対象年齢

※風しん( 経過措置) は法律改正によるものです。接種期限は9 月末が最終です

表2　 乳幼児アレルギー予防教室日程等

表3　 保健総合センター一覧

◆ 健康診査のご案内 ◆ 健康診査: 勤務先などで同種の健康診断を受診できる方
はご遠慮ください。

◆ がん検診のご案内 ◆
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介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

・
介
護
報
酬
が
変
わ
り
ま
す

介
護
報
酬
に
つ
い
て
、
近
年
の
賃

金
・
物
価
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
4
月
1

日
か
ら
次
の
よ
う
な
改
定
を
行
い

ま
し
た
。

▽
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

家
事
・
身
体
・
複
合
の
3
類
型
か

ら
、
身
体
介
護
と
生
活
援
助
(
旧
家

事
援
助
)
の
2
類
型
に
簡
素
化
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、新
し
く
通
院
な
ど
の
た
め
、

乗
車
ま
た
は
降
車
の
介
助
に
対
す
る

報
酬
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽
介
護
老
人
保
健
施
設
で
の
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

病
院
や
診
療
所
だ
け
で
な
く
、
介

護
老
人
保
健
施
設
で
の
訪
問
リ
(
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

▽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

夜
間
職
員
の
配
置
な
ど
、
夜
間
の

介
護
体
制
が
整
っ
て
い
る
場
合
の
加

算
が
新
設
さ
れ
、
よ
り
き
め
細
か
い

ヶ
ア
の
提
供
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
も
、
介
護
報
酬
の
改
定

に
伴
い
、
利
用
者
負
担
が
増
減
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ヤ
ー
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
が
1
割
の

負
担
で
購
入
で
き
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
介
護
保
険
課
に

登
録
し
て
い
る
区
内
事
業
者
で
福
祉

用
具
を
購
入
す
る
場
合
は
、
通
常
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
よ
う
に
I
割

の
負
担
で
購
入
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
、
必
ず
事
前
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
内
容
等
=
福
祉
用
具
は
、腰

掛
便
座
・
特
殊
尿
器
・
入
浴
補
助
用

具
・
簡
易
浴
槽
・
移
動
用
リ
フ
ト
の

つ
り
具
の
部
分
な
ど
。
※
1
年
間

に
1
0万
円
ま
で
が
給
付
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
同
じ
福
祉

用
具
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん・
介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

制
度介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
特
に
生
計
の
維
持
が
困

難
な
方
に
対
し
、
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
軽
減
を
申
し
出
て
い
る
事
業
者

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に
限

り
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
/

世
帯
の
年
間
収
入
が
基
準
額
以
下

(単
身
の
場
合
は
1
2
0万円
、
1
人
増

え
る
ご
と
に
5
0万
円
を
加
算
)
/
世

帯
の
預
貯
金
額
が
基
準
収
入
額
の
2

分
の
I
以
下
/
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い

I

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

非
常
勤
保
健
師
募
集

対
象
=
保
健
師
な
ど
の
資
格
を
持
つ

方

内
容
=
保
健
指
導
/
各
種
健
診

業
務

勤
務
条
件
等
=
週
4
日

報

酬
=
月
額
2
0万
円

※
社
保
有
り

採
用
予
定
日
=
5

月
1
日

定
員
=
I

人

申
込
=
履
歴
書
を
送
付

選

考
=
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
後
日

通
知
)

期
限
=
4

月
1
7
日

勤
務

場
所
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1・0
8
2
2

西

竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

定
例
払
い
(
最
終
)で
す

高
齢
者
福
祉
手
当

4
月
2
5日
ご
ろ
、
1
4年
1
2月
～
1
5

年
3
月
分
の
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
。
な
お
、
こ
の
手
当
は
1
4年
度
末

で
制
度
廃
止
で
す
。
今
回
の
振
り
込

み
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
内
容
=

表
4

申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

表4　 高齢者福祉手当一覧( 月額)

表5　 福祉事務所一覧 心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(

区
制
度
)
・
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
定
例
払
い

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制

度
)
・
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
1
4
年

1
2
月
分
～
1
5
年
3
月
分
を
、
届
け
出

た
預
金
口
座
に
4
月
2
5日
ご
ろ
振
り

込
み
ま
す
。
問
先
=
障
害
給
付
係

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
足
立
保
健
所
/
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー

願
書
受
付
=
都
庁

へ
郵
送

受
付
期
間
=
4
月
3
0日
～
5

月
9
日
(
5
人
以
上
の
団
体
の
場

合
は
別
日
程
)

試
験
=
6

月
9
9一日

問
先
=
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

ポイ捨ては
やめましょう!

足 立区まちをきれいにする条例
問先= 地域支援課地域活動支援係

3880- 5856

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い
公
平
な

採
用
選
考
(
3
)

今
回
は
、
公
平
な
採
用
を
行
う
た

め
に
、
雇
用
者
は
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
選
考
基
準
や
方
法
を
定
め

る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き

ま
す
。

選
考
基
準
・
選
考
方
法

採
用
選
考
に
は
、
学
科
試
験
・
面

接
・
適
性
検
査
な
ど
様
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
人
物
に
つ
い
て
総
合

的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
方
法
を
選
択
し
て
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
、
採
用
担
当
者
は
、
い
ず
れ

の
選
考
方
法
を
用
い
る
場
合
で
も
、

過
去
の
習
慣
や
経
験
の
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
応
募
者
の
職
務
適

性
や
職
務
遂
行
能
力
に
つ
い
て
、
公

平
か
つ
客
観
的
に
判
断
す
る
基
準
を

持
つ
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

従
っ
て
、
学
科
試
験
や
面
接
に
お

い
て
、
出
身
地
や
家
族
の
職
業
・
収

入
あ
る
い
は
思
想
信
条
な
ど
を
書
か

せ
た
り
聞
き
出
す
こ
と
は
、
応
募
者

の
資
質
・
能
力
に
関
係
な
い
情
報
の

収
集
な
の
で
、
判
断
基
準
と
す
る
こ

と
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
者
に
対
す
る
「
身
元

調
査
」
は
、
そ
の
内
容
が
本
人
の
資

質
・
能
力
と
直
接
関
係
が
な
い
事
項

が
含
ま
れ
た
り
、
調
査
結
果
・
報
告

に
予
断
や
偏
見
が
入
り
や
す
い
の

で
、絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雇
用
者
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
差
別
の
な
い
公
平
な
採
用
選

考
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
・
同
和

係

住
基
ネ
ッ
ト

Q
&

A

1
4年
8
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
住

基
ネ
ッ
ト
と
は
、
住
民
記
録
に
関
す

る
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
区
民
の
皆
さ
ん

は
各
種
手
続
き
に
住
民
票
添
付
が
省

略
で
き
、
自
治
体
や
国
の
機
関
な
ど

で
は
事
務
の
効
率
化
が
で
き
る
し
く

み
で
す
。

昨
年
末
、
住
基
ネ
ッ
ト
な
ど
、
戸

籍
・
住
民
記
録
事
務
に
関
す
る
区
政

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
区
の
対
応
策
な
ど
を
、
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

(
Q
)住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
障
害

が
お
こ
り
、
個
人
情
報
漏
え
い

の
危
険
が
生
じ
た
と
き
、
住
基
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
を
切
断
で
き
る
よ
う
な

対
応
を
足
立
区
で
は
し
な
い
の
か
。

(
A
)あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す

が
、
も
し
、
情
報
漏
え
い
の
危

険
が
生
じ
た
時
、
接
続
を
切
断
す
る

な
ど
の
緊
急
対
応
を
す
る
こ
と
は
、

区
民
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
区
役

所
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
す
。

昨
年
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
に
合

わ
せ
、
助
役
を
長
と
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
会
議
を
設
け
、
緊
急
時
対
応
計

画
書
を
作
り
ま
し
た
。
も
し
、
住
記

ネ
ッ
ト
に
重
大
な
障
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
議

を
開
き
、
ネ
ッ
ト
か
ら
の
切
断
を
行

う
な
ど
の
対
策
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
区
役
所
で
は
住
基
ネ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
戸
籍
・
税
な
ど
た
く

さ
ん
の
個
人
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
1
0

月
か
ら
、
こ
れ
ら
全
体
の
事
務
を
カ

バ
ー
す
る
も
の
と
し
て
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
会
議
を
再
編
強
化
し
ま
し
た
。

区
で
も
、
情
報
漏
え
い
の
危
険
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
切
断
で
き
る

体
制
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
記
録
係

「
首
都
の
顔
、
私
が
決
め
る

こ
の
一
票
」

東
京
都
知
事
選
挙

投
票
日
　
4
月
1
3
日
(
日
)
、
午
前
7
時
～
午
後
8
時

「
選ぼ
う
よ
!

明
日
の
あ
だ
ち
を
　

拓
く
ひ
と
」

足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

投
票
日
　
5
月
1
8
日
(
日
)
、
午
前
7
時
～
午
後
8
時

選
挙
豆
知
識

投
票
所
入
場
整
理
券
は
チ
ケ
ッ
ト
?
　

投
票
日
が
近
づ
く
と
投
票
所
入
場

整
理
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
映
画
の
入
場
券
な
ど
と
は
違
い
、

整
理
券
が
な
い
と
投
票
所
に
入
れ
な

い
と
か
、
整
理
券
さ
え
持
っ
て
行
け

ば
無
条
件
に
投
票
で
き
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
で
は
、
投
票
し
よ
う
と
す

る
方
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
こ
の
確
認
作
業
を
、
正
確
か
つ

円
滑
に
行
う
た
め
に
交
付
し
て
い
る

の
が
投
票
所
入
場
整
理
券
で
す
。
従

っ
て
、
仮
に
入
場
整
理
券
を
持
参
し

な
く
て
も
、
選
挙
人
名
簿
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
万
一
届
か
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
棄
権
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票
場
所
の
お
知
ら
せ

東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
日
当
日

に
用
事
が
あ
る
見
込
み
の
方
は
、
4

月
1
9一日

ま
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
受
付
場
所
・
時
間
(
表
6
)

投
票
所
入
場
整
理
券

平
只
都
知
事
選
挙
の
投
票
所
入
場

整
理
券
を
3
月
2
6日
に
郵
送
し
ま
し

た
。

▽
(
ガ
キ
の
開
け
方

①
ま
ず
表
か
ら
は
が
し
ま
す

②
次
に
裏
を
は
が
し
ま
す

③
そ
れ
ぞ
れ
の
整
理
券
を
(
サ
ミ
で

切
り
離
し
ま
す

④
ぽ
分
の
整
理
券
を
投
票
所
ま
た
は

不
在
者
投
票
場
所
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

・
2

表6　受付場所等一覧

ハガキの開け方
( 1)まず表からはがし
ましょう。

( 2)つぎに裏をはがし
ましょう。

( 3)それぞれの整理券
をハサミで切り離
します。
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住みなれ た地域で
暮らし続けるために

高齢者などの介護を、社 会全体で支えていく仕組みとし
ての介護保険制度が創設されてから3 年が経過しました。
急速に進む高齢化に対応するため、その事業計画は3 年

で見直すことが義務付けられています。
このため、40歳以 上の方を対象とする実態 調査の結果

や介護保険サービス利用状況の分 析、公聴 会での意見 、
地 域保健 福祉推進協議会における審議などを経て、次期
老人保健福祉計画・介護保険事業計画を策定しました。区
では、この2 つの計画に沿って、高齢者への福祉サービスを
充実させていきます。

老
人
保

健

福

祉
計
画

計
画
改
定
の
趣
旨

1
2年
3
月
に
制
定
さ
れ
た
「
足
立

区
高
齢
社
会
対
策
基
本
条
例
」
の
前

文
に
は
、「
高
齢
者
を
社
会
的
弱
者
と

し
て
で
は
な
く
、
高
齢
社
会
を
支
え

る
一
員
と
し
て
と
ら
え
、
就
業
や
様

々
な
社
会
参
加
の
条
件
整
備
、
お
よ

び
そ
の
潜
在
能
力
を
社
会
に
生
か
す

仕
組
み
づ
く
り
の
進
展
、
さ
ら
に
、

高
齢
者
を
含
め
す
べ
て
の
世
代
が
も

て
る
力
を
出
し
あ
う
と
と
も
に
共
に

支
え
合
う
地
域
社
会
の
形
成
の
必
要

性
」
が
う
た
わ
れ
、
5
つ
の
基
本
理

念
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
1
4年
3
月
に
は
、
今
後
1
0

年
間
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
運
動

の
目
標
と
行
動
計
画
を
具
体
化
し
た

「
健
康
あ
だ
ち
2
1行
動
計
画
」、さ
ら

に
、
1
4年
9
月
に
「
足
立
区
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
計
画
も
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
平
均
寿
命
(
女

性
8
4・
9
3歳
、
男
性
7
8・
0
7歳
)
は
、

匪
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
進
み
、
ま

た
、
世
界
保
健
機
関
が
2
0
0
2
年

に
発
表
し
た
「
健
康
寿
命
」
で
も
、

男
女
平
均
7
3・
6
歳
で
第
1
位
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

長
寿
を
享
受
し
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
、
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
は
高
齢
者
の
願
い
で
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
そ
し
て
介
護
予

防
の
充
実
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
齢

者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
L
ン
に
即
し
た
健

康
づ
く
り
支
援
か
ら
、
健
康
状
況
に

応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
、
次
期
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

介
護
保
険
制
度
開
始
前
に
計
画
さ

れ
た
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
人

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
前
計
画
を
も

と
に
、
次
の
視
点
か
ら
新
た
な
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

☆
「
足
立
区
高
齢
社
会
対
策
基
本
条

例
」や
「
健
康
あ
だ
ち
2
1行
動
計
画
」。

「
足
立
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
」
な
ど
の
理
念
な
ど
の
取
り
込
み

☆
高
齢
者
な
ど
実
態
調
杏
結
果
や
高

齢
者
人
口
の
推
移
に
伴
う
施
設
整
備

計
画
な
ど
の
見
直
し

☆
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

策
の
検
討

☆
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
へ
の
支

援
策
の
検
討

☆
契
約
支
援
な
ど
の
仕
組
み
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検

重
点
課
題

▽
健
康
づ
く
り
の
推
進

▽
元
気
高
齢
者
の
活
躍
支
援

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化

▽
高
齢
者
の
多
様
な
住
ま
い
方
の
支

援▽
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
均
衡

▽
介
護
者
家
族
へ
の
支
援

▽
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
と
苦
情
解

決
の
し
く
み
の
充
実

▽
多
様
な
事
業
主
体
の
参
入

▽
権
利
擁
護
と
そ
の
仕
組
み
の
充
実

老
人
保
健
福
祉
計
画
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、

高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
計
画
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

※
計
画
書
は
、
区
政
情
報
室
で
有

償
頒
布
し
て
い
ま
す

表1　 老人保健福祉計画の施策体系

表2　 主な施設整備目標数値 ( 人)

1
5
～
1
9
年
度

第
2

期
介
護
保
険
事
業
計
画

第
2
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
(
1
5
～
1
9
年
度
)

第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
制
度
開

始
後
初
め
て
の
見
直
し
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
や
「
第
1
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
で
策
定
し
た
基
盤
整
備

や
方
策
の
評
価
分
析
を
行
い
、
今
後

の
区
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
充

実
と
円
滑
な
運
営
に
向
け
た
取
組
み

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

被
保
険
者
数
と
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
数
の
推
計

今
後
5
年
間
の
推
計
で
は
、
第
1

号
被
保
険
者
数
(
6
5歳
以
上
)
は
、
1
5

年
度
か
ら
毎
年
平
均
4
千
人
以
上

増
加
し
、
1
9年
度
に
は
1
3万
人
に
達

す
る
見
込
み
で
す
(
表
3
)
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
、
1
5

年
度
か
ら
毎
年
平
均
千
1
0
0
人
程
度

増
加
し
、
1
9年
度
に
は
第
1
号
被
保

険
者
数
の
1
5・
8
%
に
達
す
る
見
込

み
で
す
(
表
3
)
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
1
5

年
度
か
ら
毎
年
平
均
千
人
近
く
増
加

し
、
1
9年
度
に
は
1
万
6
千
2
8
9人
に

達
す
る
見
込
み
で
す
(
表
4
)
。

施
設
入
所
者
数
は
、
1
9年
度
に
は
3

千
5
7
2人
に
達
し
、
特
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
数
は
、
6
0
0人

程
度
増
加
す
る
見
込
み
で
す
(
表
5
)
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
推
計

主
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
の

推
計
は
、
表
6
の
と
お
り
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策

▽
事
業
者
の
誘
導
や
育
成
等
、
民
間

活
力
の
最
大
限
の
活
用

▽
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
確
保
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
の
充
実

▽
施
設
入
所
を
必
要
と

す
る
要
介
護
者
の
将
来
見
通
し
を
も

と
に
し
た
施
設
整
備

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ヤー
に
対
す
る
、
新
任
・
現
任
研
修
や
高

齢
者
ケ
ア
検
討
会
の
実
施
な
ど
の
支
援

▽
高
齢
者
市
場
協
議
会
の
活
動
支
援

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化

▽
利
用

者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
機
関
と
し
て

の
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
」
の
活

用
と
連
携

▽
苦
情
や
相
談
の
円
滑

な
処
理
機
関
と
し
て
の「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
等
解
決
委
員
会
」
の
活
用

▽

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
評
価
す
る

「
第
三
者
評
価
事
業
」への
取
り
組
み

▽
「
足
立
区
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会
」の
活
動
に
対
す
る
積
極
的

支
援

▽
「
足
立
区
介
護
保
険
地
域

サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
」
の
発
行
に
よ
る
事
業

者
選
択
の
た
め
の
情
報
提
供

▽
事

業
者
相
互
の
情
報
交
換
や
交
流
の
た

め
の
「
事
業
者
連
絡
会
」
開
催

▽
事

業
者
検
索
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
「
足

立
区
介
護
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の

充
実

保
険
料
に
つ
い
て

・
保
険
給
付
費
の
見
込
み

1
5～
1
7年
度
の
保
険
給
付
費
(
サ

ー
ビ
ス
実
施
に
か
か
る
費
用
)
は
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
3

年
間
で
合
計
7
1
3億円
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
険
給
付

費
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
を
算
出

し
ま
す
。

・
介
護
保
険
給
付
準
備
基
金
の
活
用

と
第
2
期
介
護
保
険
料
設
定

1
2・
1
3年
度
の
保
険
給
付
費
実
績

が
計
画
(
第
1
期
計
画
)
を
下
回
っ

た
た
め
、剰
余
金
を
積
み
立
て
た
「
介

護
保
険
給
付
準
備
基
金
」
が
、
1
4年

度
末
時
点
で
約
2
0億
円
程
度
見
込
ま

れ
ま
す
。

「
介
護
保
険
給
付
準
備
基
金
」を
第
2

期
介
護
保
険
料
算
定
に
組
み
入
れ

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
1
号
被

保
険
者
保
険
料
額
を
現
行
と
同
額
に

据
え
置
き
と
し
ま
す
。
(基
準
月
額
3

千
2
1
7円)

・
生
活
困
難
者
対
策
の
導
入

第
1
号
被
保
険
者
保
険
料
は
、
介

護
保
険
法
施
行
令
の
基
準
に
よ
り
、

住
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
金
額
に

応
じ
て
5
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
(
1
5

年
度
よ
り
第
4
段
階
と
第
5
段
階
を

区
分
す
る
所
得
基
準
が
2
5
0万円
か
ら
2
0
0

万
円
に
変
更
)

区
民
を
取
ひ
巻
く
厳
し
い
経
済
・

生
活
環
境
を
考
え
、
低
所
得
者
に
配

慮
し
て
、
第
1
・
2
段
階
に
新
た
な

階
層
を
設
け
5
段
階
8
階
層
に
細
分

化
し
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
。

介
護
保
険
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表3　 第一号被保険者数と認定者の推計 (人)

※ 各年度とも10月1 日時点

表4　 介護サービス利用者数の推計 (人)

※ 各年度とも10月1 日時点

表5　 施設入所者数の内訳 (人)

※ 各年度とも10月1 日時点

表6　 主な在宅サービス供給量の推計

表7　 保険給付費の推計 ( 百万円)

テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
の
原
因
と
な
る

建
物
な
ど
の
建
築
主
の
皆
さ
ん
へ

・

「
受
信
障
害
対
策
(
原
因

者
負
担
金
)
制
度
」
を
見
直

し
ま
し
た

テ
レ
ビ
電
波
の
受
信
障
害

を
起
こ
す
中
高
層
建
築
物
の

建
築
主
は
、与
え
る
影
響
の
程

度
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

建
築
主
は
、「
建
築
計
画
の

お
知
ら
せ
標
識
」設
置
時
に
、

区
と
事
前
協
議
の
う
え
、
齟

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
に

対
策
を
委
託
す
る
「
原
因
者

負
担
金
制
度
」
を
利
用
す
る

か
、「
自
主
対
策
」す
る
か
を

選
択
し
ま
す
。

区
で
は
「
原
因
者
負
担
金
制
度
」

の
利
用
を
推
進
し
て
お
り
、
負
担
基

準
を
見
直
し
ま
し
た
。
対
象
=
区

内
の
高
さ
1
0
mを
超
え
る
建
築
物
/

区
内
の
テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
を
生

ず
る
工
作
物
(
広
告
塔
)
/
区
内
に

テ
レ
ビ
電
波
の
受
信
障
害
を
与
え
る

区
外
の
建
築
物
お
よ
び
工
作
物

負

担
金
引
下
割
合
=
▽
新
築
の
物
件
等

・
:約
3
0
%

▽
張
り
替
え
…
約
1
0
%

・

一
定
の
要
件
を
満
た
す
ケ
ー
ブ
ル

の
張
り
替
え
な
ど
に
も
、
経
費
の

】

部
を
助
成
し
ま
す

負
担
金
制
度
を
利
用
し
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
や
共
聴
組
合
が
張
り

替
え
な
ど
を
行
う
場
合
に
も
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
受
信
環
境

整
備
助
成
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

今
回
、
こ
の
助
成
対
象
も
拡
大
し

ま
し
た
(
表
8
)
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
紛
争
調
整
係

晉
(
3
8
8
0
)
5
9
4
5

ま
た
は

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

日
(
3
8
8
0
)
5
7
1
0

表8　 受信環境助成金

※ 青字が対象拡大部分です

細
街
路
整
備
事
業
に
ご
協
力
を

Q

緇
街
路
と
は
何
で
す
か
。

A

住
み
や
す
い
環
境
を
守
り
災
害

に
強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
幅
員
4

～
6
m
の
範
囲
に
道
路
を
広
げ
た

り
、
新
し
く
道
路
を
造
る
必
要
が
あ

る
路
線
で
、区
が
指
定
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
路
線
を
広
げ
た
り
、
新
し

く
道
路
を
造
っ
た
場
合
に
は
整
備
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

Q

道
路
の
整
備
工
事
(
舗
装
な
ど
)

は
誰
が
や
る
の
で
す
か
。

A

建
築
主
が
道
路
と
な
る
部
分
を

整
備
し
た
後
、
区
が
整
備
費
用
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
規
模
以

上
の
宅
地
開
発
事
業
な
ど
を
行
ケ
方

に
は
、
助
成
項
目
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

Q

建
物
の
新
築
、
増
改
築
を
伴
わ

な
い
時
で
も
緇
街
路
の
助
成
を
受
け

ら
れ
ま
す
か
。

A

建
築
を
伴
わ
な
く
て
も
、
細
街

路
に
接
し
て
い
る
方
が
道
路
を
広
げ

た
り
、
新
し
く
道
路
を
整
備
し
た
場

合
に
整
備
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

Q

助
成
項
目
に
は
、
ど
う
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

A

道
路
を
広
げ
た
り
、
新
し
く
道

路
を
つ
く
る
た
め
の
整
備
に
伴
う
路

面
の
舗
装
工
事
、既
存
の
塀
の
撤
去
、

樹
木
な
ど
を
移
設
す
る
費
用
な
ど
を

助
成
し
ま
す
。

Q

広
げ
た
道
路
の
土
地
は
区
が
買

っ
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

A

区
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
が
、
I

軒
で
2

ヵ
所
以
上
道
路
を
広
げ
た

り
、
角
敷
地
で
隅
切
り
を
整
備
し
た

り
、
地
区
計
画
に
よ
り
整
備
し
た
場

合
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
に
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

※
「
地
区
計
画
」・
:皆
さ
ん
と
区
が

協
力
し
て
、
そ
の
地
区
の
特
性
を
い

か
し
た
、
き
め
細
か
い
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す

狭
い
道
路
を
拡
幅
な
ど
で
整
備

し
、住
み
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
=
細
街
路
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
6

新
交
通

シ
ス
テ
ム

!

日
暮
里
・
舎
人
線

日
暮
里
・
舎
人
線
の

工
事
進
ち
ょ
く
状
況

1
4年
度
末
の
工
事
進
ち
ょ
く
状
況

は
、
図
1

、
表
9
の
と
お
り
で
す
。

今
後
は
、
荒
川
区
内
を
中
心
に
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

1
5年
度
の
事
業
予
定
は
、
昨
年
度

と
ほ
ぼ
同
額
の
約
9
9億
円
か
東
京
都

予
算
に
計
」」さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
費
を
投
じ
、
隅
田

川
の
橋
り
ょ
う
や
、
首
都
高
速
道
路

の
横
断
部
、
高
野
・
江
北
の
支
柱
工

事
、
(仮
称
)
見
沼
代
親
水
公
園
駅
な

ど
の
駅
舎
建
築

工
事
に
着
手
し

ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
1
5年
度

に
は
、日
暮
里
・

舎
人
線
の
全
区

間
で
工
事
に
着

手
で
き
る
予
定

で
す
。

工
事
期
間
中

は
尾
久
橋
通
り

の
渋
滞
な
ど

で
、皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
協

力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
=
都
市
交

通
課
日
暮
里
・

舎
人
線
推
進

図1　 箇所別進ちょく図

表9　 工事進ちょく状況表

15年度お母さんと幼児の友だちづくり
住区センターや児童館では、親子の友だちづくりの

活動を行っています( 表10) 。くわしくは各施設にお問

い合わせください。　 《 住区推進課指導相談係》

表10　15年度 母親・幼児グループ実施一覧

※ 西保木間・西部・干住・中部は児童館、桑袋は集会所、東伊興 ま生活 館、そ れ以外は住区センタ一
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く
ら
し
の

情

報

定員に先着順
とあるものは
4 月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ㈹

凡
例

□ 申 込 … 申し込み方法

□ 期 限… 申し込み期限

□ 場・申・問先 … 場所・

申し込み先 ・問い合わせ先

□ 費 用の記載のないものは無料

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

は
6
月
か
ら
に
な
り
ま
す

1
5
年
度
の
住
民
税
が
決
定
す
る
6

月
に
、
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
を

計
算
し
、
そ
の
金
額
を
6
月
～
3
月

ま
で
の
1
0回
の
納
期
に
分
け
て
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
、
4

月
・
5
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
5年
度
の
納
付
書
は
、
6
月
下
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。
口
座
振
替
の
方

は
、
6
月
3
0日
に
指
定
の
口
座
よ
り

引
き
落
と
し
ま
す
。
保
険
料
の
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
1
4年

度
か
ら
は
年
I
回
6
月
に
保
険
料
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
問
先
=
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

表
1
に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

国
民
年
金

将
来
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、
1
4

年
4
月
か
ら
、
第
3
号
被
保
険
者

関
係
の
届
け
出
が
、
配
偶
者
の
勤
務

す
る
事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て

提
出
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け

出
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・

確
認
が
必
要
で
す
。
必
ず
、
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
に
医
療
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中
の
方
、

在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外
国
籍
の

方
は
除
く
)
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合
、保
険
料
は
退
職
日
翌
日
ま
で
(
最

長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま

す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

-

い
ず
れ
も
I

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所

問
先
=
▽
国
民
年
金
に

つ
い
て
・
:こ
く
ほ
年
金
課
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 就職・退職したら手続きを

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま

に
す
る
と
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き

に
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
保
険

料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
承
認
期

間
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

保
険
料
の
免
除
制
度
と
は
、
経
済

的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
一
定

期
間
納
付
を
休
む
制
度
で
す
。

1
4年
4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
承
認
期
間
は
、
申
請
し
た

月
の
前
月
か
ら
1
5年
の
6
月
ま
で
で

す
。
7
月
以
降
も
引
き
続
き
免
除
を

希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な
も

の
=
年
金
手
帳
、
転
入
の
場
合
は
課

税
証
明
書
な
ど

期
限
=
7
月
分
か

ら
希
望
の
場
合
は
8
月
2
9日

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
年
金
適
用
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

休
日
納
税
・
納
付
相
談
は

毎
月
第
4
日
曜
日
で
す

「
区
・
都
民
税
」「
国
民
健
康
保
険

料
」「
介
護
保
険
料
」
の
納
税
・
納
付

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
未
納
の
方
へ
の
自
動
電
話

に
よ
る
納
付
の
お
願
い
を
3
月
か
ら

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
徴
収
嘱
託
員
に

よ
る
訪
問
徴
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
日
時
等
=
表
2

場

所
=
納
税
課
/
こ
く
ほ
年
金
課
/
介

護
保
険
課

問
先
=
納
税
課
納
税
第

∇

二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

表2　 休日納税・納 付相談日程

※ いずれも時間は、午前9時～午後4時。
12月のみ第3 日曜日です

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
校
の
給
食
費
や
学
用
品

費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
(
所
得
制
限
あ
り
)
。
区
内
の
学

校
に
通
ケ
方
は
学
校
を
と
お
し
て
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
学
務
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
学
務
課
助

成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

4
月
か
ら
一
部
小
・
中
学

校
で
二
期
制
を
実
施
中

今
年
度
か
ら
小
学
校
5
校
(
千
寿

常
東
・
弘
道
・
東
栗
原
・
花
保
・
中

川
東
)
、
中
学
校
4
校
(
第
二
・
第
十

六
・
栗
島
・
加
賀
)
の
9
校
で
二
期

制
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
期
が
4

月
1
日
か
ら
1
0月
の
第
2
月
曜
(
体

育
の
日
)
ま
で
、
後
期
が
体
育
の
日

の
翌
日
か
ら
3
月
3
1日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

二
期
制
で
は
、
授
業
時
間
数
の
増

加
が
見
込
め
る
こ
と
や
、
前
・
後
期

の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
夏
・
冬
休
み
が
あ

る
た
め
、
こ
の
期
間
に
児
童
・
生
徒

が
自
分
で
設
定
し
た
課
題
に
連
続
性

や
発
展
性
を
も
っ
て
追
究
で
き
る
よ

う
に
指
導
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
児
童
・
生
徒
が
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
た
め
の
、
ゆ
と
り
あ
る
学

び
を
生
み
出
せ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
、
二
期
制
の
在
り
方
を
考
え

る
委
員
会
を
設
け
、
1
6年
度
の
二
期

制
全
校
実
施
に
向
け
て
、
具
体
的
な

条
件
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
教
育
指
導
室
教
育
指
導

あ
な
た
の
職
場
、学
校
、地
域

で
講
座
を
開
き
ま
せ
ん
か

男
女
が
と
も
に
住
み
や
す
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
企
業
・
学
校
・

住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
講
師
が
無
料

で
出
張
し
ま
す
。

内
容
=
セ
ク
シ

ユ
ア
ル
ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
へ

の
暴
力
ノ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ほ
か

※
日

程
、
内
容
、
開
催
場
所
な
ど
に
つ
い

て
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

住
宅
を
増
築
・
改
修

す
る
方
へ

少
ヱ
土
咼
齢
時
代
に
対
応
し
、
将
来

に
わ
た
り
健
康
で
快
適
な
生
活
を
続

け
て
い
く
た
め
、
自
宅
を
改
良
す
る

方
な
ど
を
対
象
に
資
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
対
象
=
自
己
所
有
住

宅
(

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
有
部

分
を
含
む
)
ま
た
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
用
部
分
で
、
①
段
差
の
解
消

な
ど
、
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
に
改
良
す
る
工

事
(
介
護
保
険
な
ど
の
給
付
を
受
け

る
方
は
除
く
)

②
家
族
数
に
応
じ

た
間
取
り
を
確
保
す
る
た
め
に
増
改

築
す
る
工
事

③
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用

助
成
額
=
①
②
…
指
定
金
融

機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
額
の
1
0
%
、

上
限
額
3
0万
円

③
…
診
断
費
用
の
5
0
%

、
上
限
額
2
0万
円
(
戸
建
て
住

宅
は
5
万
円
)

問
先
=
住
宅
管
理

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

都
市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た

(仮
称
)
江
北
駅
前
広
場
の
位
置

区
域
=
西
新
井
本
町
二
丁
目
地
内

告
示
日
=
3
月
4
日

問
先
=
都
市

計
画
係

催
し
物
ガ
イ
ド
★

定員に先着順
とあるものは
4 月11 日
から受け付け

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
4
月
2
6日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
対
象
=
幼
児
～
大
人
※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

内
容
=
ね
じ
り
パ

ン
を
つ
く
ろ
う

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

中学生海外派遣
区の姉妹都市・西オーストラリア州ベルモンド

市に派遣する中学生を募集します。派遣期間=
7月30日～8月9日対象=派遣日現在足立区民
で中学2 年相当の方 定員=20 人 選考= ▽ 第1
次… 4 月27日 、午前9 時30分、作文試験( 当日
出題800字程度)、学生証・筆記用具を持参 ▽ 第2
次… 5 月17日 、面接 費用= 本人負担5 万円

※ 免除制度あり 申込= 区内中学校または経済観
光課にある参加申込書とプロフィールシートを持
参 期限=4 月22日 申先= 区内各中学校または
足立区民交流協会事務局( 区・経済観光課内) 問
先= 足立区民交流協会 　3880- 5720

「インターンシップ」協力企業募集
区では13年度から工業高校や航空高専の学生を

区内の各企業へ派遣するインターンシップを行っ
ています。人材育成、区内企業の技術力を紹介す
る機会を設けることなどが目的です。昨年度は15
人の学生がこの事業に参加し、区内の企業9社の
各現場で様々な仕事を体験しました。今年度も「イ
ンターンシップ」への協力企業を募集します。実
施時期=7月下旬～8月下旬の夏休み期間対象
=区内に主たる事業所がある製造業募集数=5
社程度派遣期間、時間、受入学生数=5日間(月
曜～金曜日)、各企業の就労時間、各企業1～2人
協力企業への謝礼=1 人当たり1 日5, 000円( 学生
への交通実費、昼食代含む) 期限=4 月30日 問
先= 新産業支援課支援係 　3880- 5184

東京23区の区立幼稚園教員
採用候補者募集

資格= 幼稚園教諭普通免許状を現に有する方また
は16年4 月1 日までの取得見込者で昭和44年4 月2
日以降に出生した方 申込=5 月12日( 月) ・13
日(火) に所定書類( 募集案内参照) を本人が東京
区政会館本館に持参 ※ 郵送の場合は5 月6 日消
印有効 募集 案内配布開始=4 月17日 配布場

所・問先= 特別区人事・厚生事務組合教育委員会
5210- 9751

または区・教職員係 　3880- 5972
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春
の
花
ま
つ
り

日
時
=
4
月
1
3日
圓
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0分
(
午
前
9
時
開

園
)

※
駐
車
場
(
有
料
)
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

主

な
内
容
=
桜
の
観
察
会
/
初
心
者
陶

芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
/
野
鳥
ブ
ロ
ー
チ

づ
く
り
/
野
点
(
裏
千
家
)
/

和
太

鼓
演
奏
(
龍
陣
会
・
鼓
風
の
会
)
/

模
擬
店
(
A
ふ
ら
ん
き
)

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=
都
市
農
業
公
園

啻
(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

日
時
=
4
月
2
0日
㈲
、
午
前
9
時
4
0

分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
千
住
節
/

保
木
関
節
ほ
か

出
演
=
足
立
区

民
謡
団
体
連
盟

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
文
化
事
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
5期
生
団
員
募
集

練
習
日
・
場
所
=
火
曜
日
…
こ
ど
も

科
学
館
/
金
曜
日
…
教
育
研
究
所

※
く
わ
し
く
は
申
込
用
紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
対
象
=
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

…
小
学
2
～
4
年
男
女
/
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
…
小
学
5
・
6
年
男
女
、
中
学
1

年
女
子
/
準
団
員
…
小
学
1
年
男

女

指
導
者
=
薬
師
神
武
夫
氏

費

用
(
月
額
)
=

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・
:

千
5
0
0円/
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
3
千
円
/

準
団
員
・
:千
円

※
そ
の
他
制
服

代
な
ど
実
費

申
込
=

文
化
事
業

係
・
各
生
涯
学
習
振
興
公
社
・
各
住

区
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
練
習
日
に
直
接
会
場
へ

(保
護
者
同
伴
)

問
先
=
文
化
事

業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
7回
足
立
区
展
作
品
募
集

日
時
等
=

表
3

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

規
定
=
表
4

※
個
人
作
品
の
み

費
用
=
洋

画
・
彫
刻
・
:
I
点
2
千
円
/
書
道
…
I

点
千
5
0
0円/
写
真
:
i

点
千
5
0
0円

氷
中
学
生
以
下
、
障
害
者
は
無
料

申
込
=
所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、

作
品
搬
入
日
に
会
場
へ
持
参

※
申

込
書
は
文
化
事
業
係
、
生
涯
学
習
振

興
公
社
各
施
設
、
住
区
セ
ン
タ
ー
で

配
布

問
先
=
文
化
事
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

表3　 区展日程

※ 搬出日時は、各部門展示最終日の午後5時～6時。
平面立体部門のみ、6月17日、午後2時～3時です

表4　 区展出品規定

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

(前
期
分
)

日
時
=
5
月
～
7
月
の
第
2
・
第
4

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

内
容
=
ち
ぎ
り
絵
ブ
レ
ー
ス
編
ノ
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク

※
一
種
の
み
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

定
員
=
3
0人

(抽
選
)

費
用
=
教
材
費
一
部
負

担

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
=
4
月
1
8日
必
着

※
前
期
手
芸
教
室
を
受
講
し
た
方
や

ほ
か
の
教
室
を
受
講
中
の
方
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問

先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
問
4
-
9
-
I

啻
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

総
合
治
水
推
進
週
間

下
水
施
設
見
学
会

日
程
=
5
月
1
8日
㈲

場
所
=
河
川

の
調
整
池
(
金
山
調
整
池
な
ど
)
と

下
水
道
工
事
現
場
(
落
合
川
雨
水
幹

線
工
事
)

対
象
=
小
学
4
年
生
以

上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定

員
=
1
0
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
4

月
2
3日
必
着

申
先
=
〒
1
6
3・8
0
0
1

都
・
都
市
計
画
局
都
市
基
盤

部
内
事
務
局

問
先
=
都
・
都
市
計

画
局
都
市
基
盤
部
内
事
務
局

啻
(
5
3
8
8
)
3
2
9
8

ま
た
は
区
・
計
画
調
整
課
計
画

日
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

て
る
丸
く
ん

通
信
第
1
回

僕
は
、
観
光
協
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
・
て
る
丸
く
ん
で
す
。

今
回
か
ら
区
内
は
も
ち
ろ
ん
、
区
と

交
流
の
あ
る
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
、

旬
の
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
の
数
字
が
何
を
表

し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
か
。

1
位
　
都
市
農
業
公
園
1
万
9
千
株

2
位
　
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
4

千
株

3
位
　
元
渕
江
公
園
3

千
株

正
解
は
、
区
の
花
・
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
植
株
数
で
す
。
都
市
農
業
公
園

は
、
荒
川
土
手
沿
い
の
道
路
に
遅
咲

き
の
桜
も
あ
り
ま
す
。
今
春
の
桜
を

ま
だ
見
て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
、、観
光
協
会
に
は
区
の

内
外
か
ら
西
新
井
大
師
の
「
花
ま
つ

り
」
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
。
4
月
上
旬
か
ら
5

月
下
旬
ま
で
桜
、
ボ
タ
ン
、
藤
、
シ

ャ
ク
ヤ
ク
、
シ
ョ
ウ
ブ
が
楽
し
め
ま

す
。観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
時

期
が
冬
の
た
め
、
春
の
写
真
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
花
を
は

じ
め
、
あ
な
た
が
見
つ
け
た
足
立
の

す
て
き
な
春
を
撮
影
し
、
応
募
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
観
光
協
会
で
は
会
員
を
募

集
中
で
す
。
会
員
の
方
に
は
、
花
火

大
会
の
席
券
と
記
念
「
豆
は
っ
ぴ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。区
内
施
設
め
ぐ

り
な
ど
の
楽
し
い
バ
ス
ツ
ア
ー
に
も

会
員
価
格
で
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

入
会
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲

示

板

・
新
し
い
貸
付
制
度
を
始
め
ま
し
た

①
長
期
生
活
支
援
資
金

内
容
=
居
住
用
の
不
動
産
を
有
し
、

そ
の
住
居
に
永
住
を
希
望
す
る
高
齢

者
に
対
し
、
不
動
産
を
担
保
に
生
活

資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。
保

証
人
が
必
要
で
す

貸
付
=
月
3
0万

円
以
内
(
原
則
、
年
利
3
%
)

②
緊
急
小
口
資
金

内
容
=
火
災
に
あ
っ
た
り
、
家
族
の

医
療
費
が
か
か
る
な
ど
、
緊
急
に
資

金
が
必
要
な
と
き
に
貸
し
付
け
を
す

る
制
度
で
す
。
連
帯
保
証
人
は
不
要

で
す
が
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
=
5
万
円
以
内
(
年
利
3
%
)
　
　
　
-

い
ず
れ
も
I

貸
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

・

休
日
応
急
接
骨
院
開
設
協
力
者

の
募
集

区
民
の
方
の
不
慮
の
事
故
に
よ
る

骨
折
や
脱
き
ゅ
う
、
ね
ん
ざ
、
打
撲

な
ど
で
治
療
が
必
要
な
場
合
た
め

の
、
応
急
手
当
施
術
所
を
休
日
や
年

末
年
始
な
ど
に
開
設
で
き
る
協
力
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
区

内
で
柔
道
整
復
施
術
所
を
開
設
し
て

い
る
方

内
容
等
=
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
で
年
2

回
程
度
(
輪
番

制
)
、開
設
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後
5

時

問
先
=
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
事
務
局
・
金
子

啻
(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら

・
少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座
「
H
O
W
T
O

キ
ャ
ン
プ
」

日
時
等
=
表
5

対
象
=
1
6歳
以
上

で
青
少
年
の
育
成
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
方

内
容
=
野
外
活
動
の
指
導

者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
実
技
(
テ

ン
ト
設
営
・
野
外
炊
事
な
ど
)

※
修

了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。
修
了
証

は
区
内
公
園
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
時
に
必
要
で
す

費
用
=
材
料
費

の
み
実
費

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記

期
限
=
5
月
2
日

図
ン
ユ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加

者
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
子
ど

も
会
な
ど
の
地
域
活
動
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
で
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
と
お
し
て
楽
し
く
学
び
な
が

ら
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
力
を
4

つ
の
コ
ー
ス
で
段
階
的
に
身
に
付

け
ま
す
。
日
時
等
=
表
6

・
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
夏
休
み
期

間
利
用
者
募
集

少
年
団
体
の
野
外
活
動
を
支
援
す

る
た
め
開
設
し
て
い
る
区
内
少
年
キ

ャ
ン
プ
場
を
、
夏
休
み
期
間
中
に
利

用
希
望
す
る
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。
期
間
=
7

月
1
9
日
～
8
月
3
1

日

場
所
=
元
渕
江

公
園
内
/
宮
城
ゆ
う

ゆ
う
公
園
内

対
象
=
区
内
の
少
年

団
体
な
ど

※
利
用
者
1
5
人
に
つ

き
、
教
育
委
員
会
指
定
講
座
「
H
O
W
T
O

キ
ャ
ン
プ
」
修
了
者
1

人
が
必
要

申
込
=
(

ガ
キ
に
希
望

コ
ー
ス
(
表
7
)
、
団
体
名
、
代
表
者

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

※
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
5

月
9
日
必
着

抽
選
・
受
付
=
5

月
1
7日
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
公
開

抽
選
後
受
け
付
け

※
夏
休
み
以
外

の
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7
　
　
　

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表5　HOW　TO　キャンプ　日程等

表6　 ジュニアリーダー研修会日程等

※ 定 員、申込方法など、くわしくはお問い合わせください

表7　 区内少年キャンプ場　申込希望コース

※抽選は、①E 、②A・B、③C・Dの順に行います
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庁 舎 各 階 ご 案 内
□ 4 月1 日から名称が変 わりま した

卜( 財) 足立区水と緑の公社は、土木部水と緑の課になり

ました。所在地、電話番号などは変わりません。

問先= 水と緑の課7?' 3838- 8126
卜女性総合センターは、「男女参画プラザ」に名称を変更し、

男女共同参画社会の実現を目指していきます。

なお、建物の愛称「エル・ソフィア」の変更はありま

せん。 問先= 男女共同参画推進課7?' 3880- 5222
□ 公 園管理事務所 の統合 のお知 らせ

4 月1 日から、北部と西部の公園管理事務所が統合しま

した。

新事務所= 西部公園管理事務所( 西新#3- 25- 1) 　　　　　　　　

豊3855- 6521

○ 各館への連絡通路は各階ごとにあります。

○ 庁舎は分煙となっています。

たばこは喫煙コ一ナ一をご利用ください。

問 先= 庁 舎 管 理 係 　3880- 5824

「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
、
区
役
所
北
館
2
階
に
開
設

し
て
い
る
「
「
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
」

の
相
談
室
が
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
、
求
人
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム

が
4
台
、
職
業
相
談
員
が
4
人
に
増

え
、
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
場
所
=
北

館
2
階
(
現
在
の
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

の
向
い
側
)

問
先
=

あ
だ
ち
ワ
ー

ク
コ
ー
ナ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
0
9
5
7

・

「
出
張
相
談
」
変
更
の
お
知
ら
せ

「
内
職
出
張
相
談
」「
労
働
出
張
相

談
」
は
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。
場
所
=
い
ず
れ
も
、
区
役
所

北
館
2
階
「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ

ー
-
内

▽
内
職
出
張
相
談

4
月
1
4
日
囲
か
ら
変
更
し
ま
す
。

相
談
日
=
毎
週
月
曜
日
(
祝
日
は
除

く
)
時
間
=
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

▽
労
働
出
張
相
談

4
月
2
5
日
㈲
か
ら
変
更
し
ま
す

。

相
談
日
=

第
2

・
4
金
曜
日
(

祝
日

は
除
く
)

時
間
=

午
後
2

時
～
4

時※
4
月
H
H

㈲
の
「
内
職
出
張
相
談
」

「
労
働
出
張
相
談
」
は
現
行
の
場
所

(中
央
館
2

階
産
業
情
報
コ

ー
ナ

士

で
行
い
ま
す

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=

経
済
観
光
課
計
画
調
整
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

農薬使用に注意!
3月10日から改正農薬取締法が施行されま

す。主な改正点は、無登録農薬の製造、輸入、使
用の禁止(無登録農薬の販売は従来から禁止) /
農薬使用基準に違反する農薬使用の禁止/

罰則の強化などです。農家だけでなく、家庭菜
園をする方でも、農林水産省の登録番号のあ
る農薬を、ラペルをよく読んで使うことが必要
です。くわしくは、農林水産省ホームページ
ht t p: / /www. maf f . 9o. j p/ nouyaku/
の「農薬コーナー」をご覧ください。《農産係》
問先= 都・農業環境係05320 ―4834

ローソンでの区政悁報提供は
3 月31日で終了しました
14年6 月から モデル実施し てきまし

た、囗一ソンの情報端末を利用しての区
政情報提供は、3月31日をもって終了し
ました。なお、この秋よりスポーツ施設
の予約など、内容を充実して再スタート
します。しばらくお待ちください。
問先= システム管理係03880 ―5817

映像広報 制作だより

広報課では、区内で行われる行事のほか、季

節の話題を取材撮影し広報番組で放送したり、

町並みの変化を記録映像として撮影保管してい

ます。

映像広報の利点は、その時々の姿や声をその

まま伝えら れる事ですが、区には番組で放送さ

れていない資料映像が数多く残ってい ます。今

年度は、なつかしい町並みや行事などの映像を

中心に再編集し 、特集番組を放送する予定です。

お楽し みに。 〈広報課》

「情 報 キ ャ ッチ　 好 きで す。 あ だ ち」 放 送 予 定

足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

足 立 区で　買おう　食 べよう　頼もう

地域の活力は まちのにぎわいから
あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます

《 産業振興課》

あだち国際まつり

区
内
に
は
2
万
人
を
超
え
る
外
国

籍
(
9
0力
国
以
上
)
の
方
が
い
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
垣
根
を
越
え
て
、
交

流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
3
月
1
5日
、

ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
で
は
あ
だ
ち
国
際

ま
つ
り
2
0
0
3

が
行
わ
れ
ま
し

た
。ス

テ
ー
ジ
で
は
、
ユ
ー
カ
リ
の
木

で
作
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
楽

器
、デ
ィ
ジ
ェ
リ
ド
ゥ
ー
の
演
奏
や
、

島
根
ば
や
し
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
文

化
交
流
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
で
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
風
マ
シ
ュ
マ
ロ
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
は
バ
ナ
ナ
の
て
ん
ぷ
ら
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
そ
の
国
の
お
茶
が

振
舞
わ
れ
る
一
方
、
外
国
の
方
が
お

か
き
と
日
本
茶
を
味
わ
ケ
光
景
に
、

味
の
国
際
交
流
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲
お
茶
と
お
菓
子
で
異
文
化
交
流

春です。散歩を楽しもう!
散
歩
の
友
、情
報
満
載
。

区
民
事
務
所
や
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

無
料
で
配
布
中

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
見

所
は
、
元
渕
江
公
園

や
荒
川
河
川
敷
の
大

花
壇

▲ 西新井大師のボタン
( 4 月中旬以降)

▲ 都市農業公園の
菜の花

古紙配合率75% 再生紙を使用しています M. F　286, 000


